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b
d
e
3

i
 Studien 

in 

der 

r
o
l
l
s
c
h
-
k
a
n
o
l
s
c
f

 w
i
r
t
s
a
f
t
s
-
u
n
d

 

R
e
c
h
?

f
 e b

i
s

I

I

 d
e
s
1
7
. 

J
a
h
r
r
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7
4
I
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i. 

S. 

6
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參
照
¥

援
用

し
、而
し
て

彼

れ

が

其
の
反
對 

論

*

に
s

i

派
の
神
學
者
、
bd
s
e
r
,

 

B
r
e
n
t
i
u
f

 C
a
l
v
i
n

及
び

B
e
z
a

の
如
き
當
代
第
一

流」

の
0

大
家 

力「

適
度
の
利
子
に
反
對
す
る
こ
と
な
く
へ
寧
ろ
之
を
許
容
す
る
を
必
要
ビ
思
悄
す
る」

の
*.
實
を 

敎

;.
-.不
し
つ
、
あ
'る
を
注
意
せ
ざ
る
可
ら
中

(fos. 

1
6
0. 

169.)。

蓋

し
0

^
黨
の

C

命
容
は
多
く 

の
私
合
に
於
て
非
常
な
る
窮

迫

の
.狀
態
に
陷
ぅ
し
が
、幸
に
し
て
其
の
資
産
を
携
へ
て
流
®
し 

.

?
者
は
自

I

の
.利
殖
を

*

ず
る
、に
努
め
た

t

斯
く
て
是
等
避
難
者
の
或
者
は
彼
れ
等 

かG
e
n
e
v
e

其
の
他

•の
地
方
に
滯
在
中
從
來
高
利
業
：と
し
て
、機
斥
せ
ら
れ
た
る
業
務
に
從
事
す 

る
に
¥「

れ 

p (

f
o
. 

I
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9
V 及
び
後

*

F
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n
t
s
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f 
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i
6
i

vrp. 

6
0
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而

し

て 
8

1
 

Bucer 

等
は
彼

"れ
：等
が
辯
識
衮
と
し
て
解

0
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
か
し
な
ら
。
彼
の

»#
;
テ®?
如
何
を
以 

て
利
子
の
：正

不

正

を

決

定

，せ

ん

ビ

す

る

の
意
見
は
當
時
に
於
て
著
し 

< 其
の
勢
力
を
晳
大
し 

來

5

た
る
所
な
る

•も
®

も
之
を
區
別
す
可
き
標
準
を
得
る
は
容
易

.に
あ
ら
ず
。
而
し
て
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け1

は
多
少
の
相
違
乙
そ
あ
れ
、總
.て
の
利
子
に
共
通
の
性
質
な
办
と
は
舊
思
想
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の
一
齊
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螫
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の
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擧

げ

て
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ぅ

?
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o
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h
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n
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f a 
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e
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a
n
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l
t
h
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u
g
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 t
h
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 d
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h
t
h
e

 lesse 

h
a
r
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H
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f
l
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a
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n
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y
e
a
,

 a
n
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d
r
a
w
e
t
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b
l
o
o
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u
t

 

w
h
a
t
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w
o
r
l
d

 

fs 
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t
h
a
t

 

m
e
n
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m
a
k
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i
e
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b
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a

 

biting, 

w
h
e
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t
h
e
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s
e
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G
o
d
)
s

 

w
o
r
d

 

d
i
r
e
c
t
i

©* 

a
g
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t
h
e
m
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舊
時
に
？

て
は
死
後
に
於
け
る
家

.族
の
爲
め
に
準
備
す
る

0 .
實
際
的
困
雛 

露
る
大
な
る
も
の
あ
九
先
、つ
其
の
'财
產
の

保
管
人
を
觉
む
る

Z

ビ
容
易
の
業
に

あ
ら

ず
、而 

:

し
て

保
管
人

は
又
之
が
適
常
な

る

拋
下
の
道
を
發
見
す
る

Z

CC
困
難
な
ぅ
き

。

0 

く
.て
公

■

.體

；
が

自

ら

孤5a
の
後
見
を
行
ふ
に

^
れ
り
。
此
の
制
度
は

R
i
c
h
a
r
d
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一
 

世
の
當
時
偷
敦
に
於
て 

行
は
れ
た
る
も
の
に
し
て

(stow，
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n
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o
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b
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Bk. 

v
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p
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2
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市
が
自
ら
保
管
人
ビ
し
て
行
動

し
、孤
兒
の
相
繼
財
產
管
理
の
任
に
當 

り
つ
、
あ
办
し
間
は
、明
か
に
仁
慈
を
以
て
旨
と
せ
る
も
の
な
る
が

、Elizabeth 

t
弋
に
於
て

1
丁
 

は
れ
，カ

る

常

用

の

方

法

は

挺

に

當

時

の

il
l
心
學
者
に
耻
り
て
疑
問
の
餘
地
大
な
る
も
の
あ
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し
か
勿
し
。
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ち

W
i
l
s
o
n

從
日
く
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商
人
が
何
人
と
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磅
の
金
子
を
貸
付
け
而
し
て 

r

才
の
鬼
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す
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滿
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五
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許
容
せ

ら
れ
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る
社
園
及
び

 ̂

合
.に
該
金
額

を
貸

'與
す

る
ビ

せ
.ば
、此

の
商
人

は
金
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な
ぅ
や
如
何
。
法
は
余
に
し
て
若
し
細 

得

を
；目
的
と
し
て
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韋
に

«
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を
.行
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時
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危
險
又
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害

の
如
何
ビ
拘
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貨
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る

7
P
0な

p 
W

W
す」

と(fo. 
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資
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務
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く
偷
へ
敦
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も

隆
.盛
-な
ら
ん
ビ
し
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の
傾
向
を
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然
も
预
金
銀
行
は
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來
の
思
想
に
從
、へ
ば
明
確
：に
高
利
的
な
る
も 

の
な

り
、即
ち
预
金
教

は
.正
に
元
本
の
返
濟
と
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に
，利
子
の
.茭
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を
も
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す
る
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な
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o
f usu.

の
»

丁
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. Caesar 

の
著
並
に
 Nicolas H

e
m
m
i
n
g

 

の A

 godiie 

treatise 

concerning 

use 

.
o
f 

ruches, 

t
翻
謌
じ
て

.利

子
に
關
ず
る
思
想
の

變

化
t

痛
歎
し
、「

曾
て
は
、縱
.令
些
少
な
り
と
も 

彼
の

ft
織
な
る
業
務
に
從
事
せ
ん
と
す
る
豫
想
的
の
念
慮
が
人
の
心
に
起
う
し
ど
せ
ば
、

1&
れ 

:は
人
間

'の
形
を
な
せ

」

る
惡

_

攻
々
と
看
做
れ
し

 ̂

P
O 

(

中
略)

。
然
も

•仁
慈
な
る
神
よ
、世
界
は 

^

和
に
變
化
せ
一
る
か
。
不
信
者
も
寬
容
す
る

能

は
ざ

る
所
の
も
の
を

傅

道

師
は

許

容
し

^

k 

人
も
堪
に
外
國
人
よ
，う
取

#

し
、彼
れ
等
が
同
國
民
よ
り
徵
す
る
を
恥

®

と
し
て
敢
ズ
せ

f

 

し
所

0

名
の
を

®
.督
敎
徙
は
彼
れ
等
が
親
愛
な
る
友
人
よ

b

徵
し
、而
も
之
を
爲
す
に
由
う
て 

:

多
大
な
る
感
謝
を
受
ぐ
る
に
足
る
も
の

k

思
惟
せ

6」

と
論
じ
た

H

書
節

)

。
同

|

の
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見
は
又

J
e
w
e
l

僧
正
.に
ぬ
公
て

其

の
-.
:
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|
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!1
仁
^

穿

|

タ
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T
h
e
s
s
a
o
n
i
a
n
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中
’に
表

目 

せ
ら
れ
た

A

此

の
^

め
成
れ
る
は

一
千

$

百

七

十

一

年
以
前
の

こ

ど

な

る

も

一

千
五
瓦
八
卜 

三
年
に
绝

る
ま
で
出
版
せ
ら
れ
ず

)

。

日
ぐ

「

苦
し
一
人
の
富
者
が
他
の
富
者
に
貨
幣
を
貨
與
せ 

>

ど
せ
ば
或
何

*

し
一
人
の
商

A

が
低
の
商
人
よ
り
高
利
を
徵
し
、而
し
て
兩
者
共
こ
福

1

を
增
進
し
、雨
者
共
ほ
利
得
者

/
a
办.VJ

せ
ば
如
何
。
毫
も
螫
傷
又
は

.咬
傷
の
存
す
る
乙
と
な

& 

に
あ
ら
ず
：や
。(

中
略)

？

；r
ft
盗
若
し
く
は「

海

賊

が

他

の

偸

盜

若

し

く

は

海

賊

ょ

ぅ

高

利

?:
徵 

せ
.ぅ

i

せ
は
如
何

」

.0
然
れ
ど
も

彼.

れ
の
意
見

.に
據
れ
ば
、借
入
資
本
を
以
て
商
買
を
營
む
商
人 

は
利
子
を
支

®

ふ

が

；爲

め

：
に®

格
.を
.#騰
せ
し
め
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
な

,

9

0「

然
ら
ば
此
の 

十
磅
を
支
怫
ふ
も
の
は
誰
ぞ
。

(

中
略)

。
穀
物
を

»

ふ
貧
段
に
ぁ
ら

-す
や
。
彼
れ
等
は
彼
れ
等 

.

.の
食
す
る

一

片
每
に
之
を
感
免
す
る

^
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>
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o
w
e
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o
r
k
s
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彼
れ
は
利 

子
_の
敎
義
に
關
し
て
最
も
狹
義
の
斯
釋
を
下
し
、損
害
の
賠
償
に
對
ず
る
純
然
た
る
希

»1
及
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鄭
重
な
る
要
求
以

上
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に
殆
ど
何
物
を
も
許
さ

ざ

ら
ん
匕
せ

6
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玆
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す
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資

*

の
危
險
を
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る
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約
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し
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高
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®
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用
す
，；る

k

躊
躇
せ

ざ

P
し
こ
と
衣

^
。

何
ほ
彼
れ
は
此
の

a

の
投
資
を
も
投
資
者
が
自
ら
業 

務

を
.經
營
す

る
の
能
力
な
き
場
合
、即
ち

「

孤

兒
、狂
人
、及
び
業
務
を
廢
せ
る
商
人
等

」

の
如
き
も
の

に
限
定

.せ
ん
と
せ
支

P* 

8
500
.

)
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又
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。
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滅
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